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成果の概要 

医学研究科 講師 趙晃済 

 

【学会の概要】 

本学術集会 ICEM(International Conference on Emergency Medicine)=国際救急医学カン

ファレンスは、国際救急医学連盟（International Federation for Emergency Medicine）に

よる学術集会から発展したものであり、従来隔年で行われていたが、近年は毎年開催にな

っている。 

2019年 ICEMは、6月10日から15日にかけて韓国ソウルのコエックスセンターで行われ、

72 ヶ国 2725 の参加者があった。133セッションで 1094 のプレゼンテーションがあり、救

急の全領域を網羅する大規模な学術集会であった。 

 

【発表内容】 

「 Multidisciplinary Approaches for Strengthening Hospital Disaster Preparedness                                                                                                        

（多職種連携による災害拠点病院の強靭化取り組みについて）」というタイトルでポスター

発表を行った。 

発表内容は以下の通りである： 

・日本は地震多発地域であり、医療機関における災害対策は重要である。京都大学医学部

附属病院は 2015 年に災害拠点病院に指定され、病院の強靭化が必須となってきている。 

・この文脈の中で、我々救急科は京都大学防災研究所、病院臨床工学部、地域連携医療部、

情報学研究科とコラボレーションして多職種連携による防災対策の研究チームを立ちあげ

て、災害時の病院強靭化に向けた取り組みを開始している。 

・1 つ目は迅速建物健全性評価のシステム開発、2 つ目は振動台実験による医療機器挙動評

価である。 

・1 つ目については、京都大学医学部附属病院に合計 9 つの地震計を導入し、3 つの病棟に

配置した。得られたデータはサーバーに集積され、一定の震度をこえたものはリアルタイ

ムでメール配信されるシステムを構築した。従来は発災時の建物健全性評価は専門家のア

クセスの問題で迅速評価は期待できないため、非専門家による決断を余儀なくされていた

が、判断根拠に乏しいものであった。本システムにより客観的なデータが得られることに

より、正確な判定が期待できる。 

・2 つ目については、京都大学宇治キャンパスにある振動台を用いて、模擬透析室、模擬

NICU を作成して振動実験を行った。その結果、キャスターのロック条件や床材質と医療

機器の挙動時について有意義な知見が得られたことを発表した。 



・今後のプランとして、病院には配管や天井といった非構造部材が機能的に重要である特

徴があるため、これらも対象に入れていく必要があるとして発表を締めくくった。 

 

【参加の成果】 

自らの発表や他の参加者の発表を通じて議論することによって、科学的な視点でこれまで

の研究内容を整理できたのは国内学会では得難い体験であった。また、各国からの災害関

連の発表を見ることで、本邦の防災体制を客観的に見ることができたのは大きな収穫であ

った。また空き時間を利用して防災研究以外のセッションにも積極的に参加し、各国研究

者と情報交換を行い、今後の研究活動の展望に大きな示唆を得ることができた。 


